



































































































































































































































































































































名詞 形容動詞 動詞 未知語
パソコン 85 苦手 29 思う 38 タイピング 59
知識 29 丁寧 10 打てる 34 Excel 20




















































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 45 号（2019 年 3 月 15 日）
実社会で求められる情報リテラシーの習得を目
指す必要がある。
　実社会で求められる情報リテラシーを習得さ
せるためには，教育方法の工夫も求められるだ
ろう。その方法として，例えば，実社会の文脈
に則した課題の提示が考えられるだろう。これ
までの大学などでの情報教育では，文章作成ソ
フトや表計算ソフト，プレゼンテーションソフ
トについて，ソフト内の機能を使えるようにな
ることを目的とした指導が散見される。しかし
ながら，今後の情報社会において，新たな情報
技術の誕生やAIの活用を考慮すると，「指定さ
れた情報機器をどのように使うか」という視点
だけではなく，「どのように情報機器を活用し
て問題解決をしていくか」という視点が重要に
なるだろう。ここでは，「文章作成ソフトを使っ
てこの課題をやってみましょう」といった指導
ではなく，「この課題を解決するためには，ど
のソフトをどのように使えばよいか考えてみま
しょう」というアプローチの基で情報教育を行
うことが求められる。このことは，「正統的周
辺参加」（レイブ，ウェンガー 1993）に類似し
た考え方である。学習者である学生にとって，
社会人となっていく過程として情報教育は成り
立つべきであり，そのためには一般的な知識を
習得させるだけではなく，一定の社会的文脈に
則した状況下において，必要となる知識を問う
べきである。
　また，実社会で求められる情報リテラシーの
要素として「情報モラル」も重要な力である。
最近では，SNSの普及により，いわゆる「炎上」
や「出会い」など，インターネット上のトラブ
ルが増加している。より一層，情報モラルの力
を身に付けさせるためには，現状で起きている
インターネット上のトラブルに関して，「自分
もトラブルに合うかもしれない」という自覚を
促すことも重要であると考えられる。そのため
には，インターネットの危険性やセキュリティ
について知識を習得した上で，自らの日頃のイ
ンターネット上での行動について考えること
や，学生間で議論するなど，能動的な学習の工
夫が必要となるだろう。
　近年では，高等教育においてアクティブ・
ラーニングの必要性が指摘されているが，情報
リテラシー教育においてもコンピューターの使
い方や機能について一方的に教えるだけではな
く，社会での実践を見据えた学生主体の教育方
法を検討することが求められる。
　以上のことから，高等教育に求められる情報
リテラシー教育として時代背景により変容する
学生の実態や既存の知識を踏まえ，より社会で
実用できる技能スキルを習得できる教育方法の
確立が期待される。
５．まとめと今後の展望
　本研究では，高等教育で求められる情報リテ
ラシー教育についての示唆を得るため，大学入
学時における情報機器の利用実態及び学習経験
についての傾向を明らかにすることを目的と
し，A大学の入学生に対して調査を行った。そ
の結果，大学生の利用実態や学習経験を踏まえ
た教育内容を検討する必要性，学生が主体とな
り，実社会で求められる情報リテラシーの力を
身に付けるための教育方法の確立の必要性が明
らかとなった。
　今後は，本研究で明らかとなった情報リテラ
シー教育の課題を踏まえ，具体的な教育内容の
整理，実社会で求められる能力を見据えた教育
方法の開発，これらを踏まえた高等教育におけ
る情報リテラシー教育のカリキュラム開発が求
められる。今後は，こうした課題を解決するた
めの研究を行っていく予定である。
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[注]
1 情報モラルとは，「情報社会で適正な活動を
行うための基になる考え方と態度」（文部科
学省2008b）とされている。本稿では，情報
倫理や情報セキュリティなどを総称する言葉
として用いることとする。
2 有田（2018）の調査方法を参考に，学習支援
ソフトウェアを使用した。尚，調査項目の記
入は授業時間内で行っているが，プラット
ホームが問われないため授業時間外に回答し
た場合も回答結果に含まれる。
3 KHCoderとは，樋口耕一氏等が開発した内
容分析（計量テキスト分析）もしくはテキス
トマイニングのためのソフトウェアである。
質問紙調査における自由回答・インタビュー
記録など，社会調査によって得られる様々な
日本語テキスト型データを計量的に分析する
ことができる。
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